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■ 要  旨 ■ 

 置き鋼板セルは中詰完了後に強固な構造体となるが、セルの直径に対して部材厚が薄く、海底地盤に設置され

るため、中詰めを行うまでは不安定な状態となる。本研究では中詰めを行う前を対象とし、耐波浪安定性とその挙

動について検討した。水理模型実験により、波力軌道が真円に近いときは鋼板セルの回転方向が波力軌跡方向と

一致することがわかった。また、CADMAS-SURF/3D を用いた数値計算により、セルに作用する波力を評価したとこ

ろ、実験結果とおおよそ一致することがわかった。実際の工事ではセルの回転と移動を抑制するために既設セルか

らワイヤーを展張している。ワイヤーに作用する張力について、現地観測および水理模型実験を用いて評価したと

ころ、セルの動揺と移動による二つの成分があることや周期に対応して最大発生張力が大きくなることなどがわかっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 
図-2 実験時セル配置 図-10 工事の対策に関する概要図 

図-9 最大波力比較 
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図-12 最大発生張力 
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